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急増するクジラ肉の在庫と 

“遊水池”みたいな隠れ在庫の出現 
 

〜統計から外された冷凍庫 アイスランド産ナガス肉〜 
 

佐久間淳子 
 
 

 2006 年 1 月に IKA ネットニュースで「クジラ肉の在庫が増えている」とレポートを発表し

て 5 年。最新の状況を解説します。 
 
○10 月末の流通在庫量、とうとう記録達成 

 

 グラフを見てください。ここには 2010 年

10 月末の在庫量まで反映させてあります。

5525 トン。10 月末在庫量としては、1990 年

以降でもっとも高い値です。それだけではあ

りません。2010 年は発表された在庫量の数値

だけではわからない、いろいろなことが起き

ていて、この数字以上に売れていない状況が

進んでいる可能性が高くなっています。その

背景を説明しましょう。 
 まず、生産量との兼ね合いを見てみます。 
 2006 年の調査鯨肉生産量は史上最高の

5333.8 トン（沿岸捕獲分を含めれば 5486.5）
でした。前年よりも 1542ｔも増やしたのです

から、増えて当然の年でもあり、それがどれ

ほど減っていくのか、つまりどれほど日本の

需要があるのかに注目した年でありました。

2010 年はどうでしょう。2004 年以降最も生産

量の少ない年で、3620.4 トン（沿岸捕獲分を

入れても 3802.7 トン）でした。前年より 826
トンも少ない。それにも関わらず在庫は統計

の上では過去 20 年間で最も多いのです。 
 この統計の特性上、統計の対象となっていな

い小さな冷凍倉庫に眠っていたクジラ肉を大

きな冷凍倉庫に集約するような動きがあった

場合には、見かけ上在庫量が増えるというこ

とも起きうるのでそこは単純に「増えた」と

は言えません。 
 

 
○隠し在庫？ その１ 統計対象の冷凍倉庫が

減った 

 

ただ、今年は単純に在庫量の数字を見ている

だけでは状況を把握しきれません。じつは、

この統計数値の元になっている、対象倉庫の

数が、2010 年 1 月からガックリと減ってしま

ったのです。どういう事かというと、このグ

ラフの元になっている「水産物流通統計 — 
主要品目別月間入・出庫量及び月末在庫量 —」
を調べるために入庫出庫在庫の量を報告して

くれるよう依頼してある倉庫の数が、651 から

500 に減ったのです。3/4 に減ったというわけ

です。これでは増減の連続性をウォッチする

ことができません。そこで、たった一回、倉

庫数が減る前と減った後の両方の数値を発表

した 2009 年 12 月のデータを頼りに、私なり

に数値を補正してみました。 
それが破線です。対象倉庫数は 23％も減り

ましたが、鯨肉の在庫量は 3.9％程度の減少で

した。これは全体の平均が約 20％減であるの

に比べると、ずいぶん差が少ないですよね。

想像するに、削られた約 150 の倉庫にはあま

り鯨肉が入っていなかったということになり

ます。大づかみに増減を見る上ではあまり影

響がないことはわかりました。ただ、昨年同

様に 651 倉庫を対象に統計を取り続けていた

ならば、2010 年 8 月の在庫量は 6000 トンを

越える数字になっていたはずです。言い方を

変えれば、統計の対象から除外された約 150
倉庫に眠っているクジラ肉は「隠れ在庫」と

呼んでもいいかもしれません。 
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○隠し在庫？ その２ 輸出を始めたアイスラ

ンドの捕鯨業者 

 

 さて、今年はもう一つの「隠れ在庫」があり

ます。それはアイスランド産のクジラ肉です。

おそらくナガスクジラでしょう。 
 アイスランドの貿易統計では、10 月現在、

日本に対して約 760 トンの冷凍鯨肉を輸出し

たことになっています。しかし日本の貿易統

計では、10 月現在アイスランドから輸入した

クジラ肉は 160 トンに留まります。この差 600
トンは、以下のどれかの状態におかれていて、

流通統計には表れていないことになります。 
 
１） 統計上は輸出したことになっているが、ま

だアイスランドの保税倉庫に眠っている 
２） 輸送船に乗っていてまだ日本に着いていな

いか、第三国にいったん降ろされている 
３） 日本の保税倉庫に入れられて通関を待って

いる 
 

これが「第２の隠れ在庫」です。 

 保税倉庫に預けている間にも蔵賃はかかるの

ですから、とっとと通関して売りたいのではない

かと思うのですが、誰の思惑かはともかく、輸入

作業は進んでいません。 
アイスランド産クジラ肉が日本に入ってき

ていることは、共同通信だけが報じています。

そしてそれらはすでに市場に出回っています。

試しに「アイスランド産 AND ナガスクジ

ラ」でネット検索してください。ネット販売

のページがいくつもヒットします。 
 

○潜在需要掘り起こしに失敗 

  穿った見方をするならば、統計の対象とな

る冷凍倉庫を減らしたり、通関を遅らせたり、

あの手この手でクジラ肉の在庫量を少なく見

せようとがんばっている、ようにも見えます。 
 そうでなくとも、統計が連続性を見るため

の手がかりにならないような状況を作ってし

まう行政に対しては不信感が募ってきます。

経費削減と称してこんなところを減らされて

は、一種の情報遮断にも思えます。 
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6000ｔを越える在庫数値が現れた可能性をど

う導き出したのかについて、詳しく説明しま

す。 

 

まず、農林水産省の WebSite から、2009 年 12

月の冷蔵水産物流通調査結果をダウンロード

してください。 

pdf 版と Excel データとありますが、どちらで

も結構です。 

 

農林水産省 

ホーム > 統計情報 > 分野別分類/水産業 > 

水産物流通調査 > 冷蔵水産物流通調査 

 

http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/su

isan_ryutu/reizou_ryutu/pdf/reizou_0912.

pdf 

reizou_0912.pdf 

 

http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/Xlsdl.

do?sinfid=000007368730 

reizou_0912.xls 

 

上記のデータには「品目別月間入・出庫量及

び月末在庫量（平成 21年 12 月分）」が記され

ていて、くじらは 4246ｔとあります。 

 

次に、2010 年 1 月の冷蔵水産物流通調査結果

をダウンロードしてください。 

そのデータは、上記のページの注釈を見ると、

「平成 22年 1月分以降の冷蔵水産物流通調査

（全国主要冷蔵庫）の月別結果の調査及び公

表は、水産庁で情報収 集し公表することとな

りましたので、水産庁ホームページ中の水産

統計情報をご利用下さい。 」とあり、さらに

「なお、平成 22年 1月分からの収集データは、

平成 21 年 12 月分までのデータとは調査対象

範囲に変更があるため、利用に当たっては御

留 意願います。 

http://www.jfa.maff.go.jp/j/kikaku/touke

i/index.html」 

と記されています。 

では、上記水産庁のページに飛んでみると、

こんどは冷蔵水産物流通量は外部リンクに飛

ぶように案内されています。水産庁に移管さ

れた上、外注されたんですね。 

 

外部リンクである、 

水産物流通調査 社団法人 漁業情報サービ

スセンター 

というページに移動します。 

http://www.market.jafic.or.jp/suisan/ 

 

ここに、2011 年 1月 6日現在では 2010 年 3月

以降のデータが公開されています。 

ただし、2010 年 1 月と 2 月のデータは、右端

の列の「年度別調査票一覧」から「2010 年 調

査表」に飛ばないと出てきません。 

http://www.market.jafic.or.jp/suisan/fKo

ukaiSub.aspx?nen=2010 

 

ここで、「冷蔵水産物調査 主要品目別月間

入・出庫量及び月末在庫量表」の 1 月度を選

んで下さい。 

EXCel データでも 

http://www.market.jafic.or.jp/suisan/fil

e/reizo/2010/09_syuyou_2010_01.xls 

pdf データでも結構です。 

http://www.market.jafic.or.jp/suisan/fil

e/reizo/2010/09_syuyou_2010_01.pdf 

 

このデータ、 

09_syuyou_2010_01.xls 

09_syuyou_2010_01.pdf 

 

のどちらでもいいですから開き、「くじら」の

項を見てください。前月月末在庫量、すなわ

ち 2009 年 12 月の月末在庫を見ると 4080ｔと

あります。 

 

4246ｔと発表されたものが、4080ｔに変わっ

ています。 

 

前者は 651 倉庫を対象に算出した数値で、後

者は 500 倉庫を対象に算出した数値です。 

両者の差 166ｔが、2009 年 12 月の時点で、そ

の後調査対象からはずされた 151 倉庫に入っ

ていた分ということになります。 

そのため、以後、2010 年の値は 2009 年並みの

に考えれば 96.09％が発表されているとみな

し、逆に言うと 2010 年の発表値を 1.04 倍す

れば、2009 年までの数値との連続性を見るに

は適していることになります。 


